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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
召
喚
士

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
９
５
３
Ａ

【
作
者
名
】

　
シ
ア
ン
色

【
あ
ら
す
じ
】

　
両
親
が
死
ん
で
数
ヶ
月
。
水
野
礼
緒
は
貯
金
が
そ
こ
を
つ
き
は
じ
め
、
危
機

に
陥
っ
た
。
母
が
最
後
に
残
し
た
「
大
き
な
木
下
を
掘
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頼

り
に
土
を
掘
る
と
・
・
。
そ
し
て
、
目
が
覚
め
る
と
そ
こ
は
―
―
―
異
世
界
で

し
た
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
は
丸
い
生
物
と
共
に

森
の
中
。
そ
こ
に
、
≪
水
野
　
礼
緒
≫
は
い
た
。

み
ず
の

レ
オ

礼
緒
の
家
は
何
故
か
近
く
に
街
が
あ
る
の
に
関
わ
ら
ず
森
の
中
に
あ
る
の
で
あ

る
。
礼
緒
は
小
さ
い
頃
疑
問
に
思
い
、
両
親
に
何
度
も
理
由
を
聞
い
て
み
た
が
、

「
何
と
な
く
」
の
一
言
だ
っ
た
。
今
で
も
や
は
り
疑
問
に
思
う
が
、
両
親
は
既

に
他
界
し
て
い
る
た
め
真
相
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
え
ー
と
。
多
分
此
所
・
・
。
の
ハ
ズ
・
・
。
」

両
親
が
・
・
母
が
死
ぬ
前
に
、
「
家
計
が
や
ば
く
な
っ
た
ら
家
か
ら
南
の
方
向

に
大
木
が
あ
る
だ
ろ
？
そ
の
下
を
ほ
れ
。
バ
カ
息
子
よ
。
」
と
言
い
残
し
た
―

―
バ
カ
息
子
は
い
ら
な
か
っ
た
と
思
う
―
―
言
葉
通
り
、
家
計
は
や
ば
く
な
り
、

今
、
大
木
の
前
に
い
る
。

が
。

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
崖
や
ら
茨
や
ら
で
「
コ
コ
は
何
処
だ
！
ま
じ
で
森
か
？

！
」
と
叫
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
危
険
だ
っ
た
。

そ
の
途
中
に
ス
コ
ッ
プ
を
崖
下
に
落
と
し
て
し
ま
い
、
素
手
。

・
・
・
手
で
掘
れ
と
？

だ
が
、
戻
る
の
も
大
変
だ
し
、
戻
っ
て
く
る
の
も
大
変
な
の
で
、
こ
こ
は
家
計

の
た
め
・
・
と
い
う
か
自
分
の
命
の
た
め
に
素
手
で
掘
る
こ
と
に
し
た
。

「
・
・
・
・
・
。
ぅ
え
。
爪
に
土
が
・
・
・
。
・
・
最
悪
だ
・
・
・
。
」

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
掘
り
続
け
る
が
何
か
が
発
掘
さ
れ
る
気
配
な
し
。
う
ん
。
最

悪
。

ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
・
・
・
・
。

ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
ガ
リ
・
・
・
・
。

ガ
リ
ガ
リ
ガ
ッ
・
・
・
！
！

「
お
っ
！
！
」

掘
り
始
め
て
多
分
１
時
間
。
よ
う
や
く
何
か
の
気
配
が
・
・
！
！

周
り
の
土
を
手
で
か
き
分
け
る
よ
う
に
掘
っ
て
い
く
。

「
お
お
お
っ
！
！
」
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な
ん
と
そ
こ
に
は
丸
い
生
物
が
・
・
・
丸
い
生
物
・
・
？

ひ
ょ
こ
っ
！
！

ビ
ク
ッ
ッ
！
！
！
！

「
ぅ
え
お
あ
？
！
！
！
」

驚
き
の
あ
ま
り
礼
緒
の
口
か
ら
漏
れ
た
の
は
変
な
声
だ
っ
た
。

冗
談
抜
き
で
変
だ
っ
た
。

ひ
ょ
こ
っ
！
！
っ
と
い
う
な
ん
と
も
軽
い
音
で
出
て
き
た
丸
い
物
体
は
突
然
コ

チ
ラ
を
向
く
（
？
）
と
突
然
マ
シ
ン
ガ
ン
―
―
ど
こ
か
ら
出
し
た
の
だ
ろ
う
か

―
―
を
礼
緒
に
向
け
・
・
・
発
砲
！
！
！
！

「
ぇ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
？
！
！
！
！
！
！
！
！
そ
れ
何
処
か
ら
だ
し
た
ぁ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
？
！
！
！
！
！
」

礼
緒
は
思
わ
ず
ツ
ッ
コ
ミ
な
が
ら
も
悲
鳴
を
あ
げ
、
撃
た
れ
、
反
動
で
仰
向
け

に
倒
れ
る
。

心
の
中
で
「
あ
り
ぇ
ね
ぇ
え
え
え
え
！
！
！
！
」
と
思
い
な
が
ら
礼
緒
の
意
識

は
沈
ん
だ
。

礼
緒
は
死
ん
だ
。
丸
い
生
物
は
マ
シ
ン
ガ
ン
の
銃
口
か
ら
で
る
か
す
か
な
煙
―

―
マ
ジ
で
で
て
ん
の
か
？
―
―
に
向
か
っ
て
「
フ
ッ
」
っ
と
息
を
吹
き
か
け
る
。

そ
し
て
、
こ
の
物
語
は
終
わ
っ
た
・
・
・
・
。

な
ん
て
言
っ
た
ら
お
も
し
ろ
く
も
何
と
も
な
い
。

「
召
喚
士
」
の
「
し
」
の
字
も
で
ず
に
終
わ
っ
て
は
い
け
な
い
。

な
の
で
、
礼
緒
に
は
も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う
・
・
・
。

「
・
・
メ
シ
ア
で
・
・
・
・
。
」
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一
話
は
大
き
な
肉
食
動
物
と
共
に
（
前
書
き
）

よ
う
や
く
一
話
で
す
。
視
点
が
ナ
レ
ー
タ
ー
と
礼
緒
で
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
ま

す
。
一
応
全
部
礼
緒
と
思
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
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一
話
は
大
き
な
肉
食
動
物
と
共
に

「
ぅ
・
・
・
」

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
水
野
礼
緒
で
す
。

ハ
ッ
キ
リ
、
今
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
困
っ
て
ま
す
。

「
こ
・
・
・
コ
コ
何
処
・
・
？
」

そ
う
、
俺
が
倒
れ
て
い
た
の
は
、
廃
墟
の
よ
う
な
所
で
し
た
。
森
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

周
り
に
は
ま
だ
煙
や
火
が
上
が
っ
て
い
て
、
廃
墟
に
な
っ
た
ば
か
り
の
よ
う
な

村
で
す
。

そ
し
て
、
俺
は
そ
こ
の
広
場
の
よ
う
な
所
に
い
ま
す
。

「
意
味
わ
か
ん
ね
ぇ
・
・
・
・
・
。
森
・
・
が
・
・
な
い
？
」

つ
い
で
に
言
う
と
、
周
り
に
は
・
・
・

「
血
・
・
。
に
、
・
・
死
体
・
・
・
？
」

そ
う
、
ま
だ
新
し
い
と
思
わ
れ
る
血
と
、
死
体
・
・
・
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

普
通
な
ら
コ
コ
で
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
が
、
俺
に
と
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
は
「
パ

ニ
ッ
ク
＝
冷
静
」
の
よ
う
な
感
じ
で
、
今
、
パ
ニ
ク
っ
て
ま
す
。

「
あ
あ
・
・
・
マ
ジ
で
何
処
だ
よ
コ
コ
・
・
・
。
」

今
思
え
ば
、
母
の
せ
い
の
よ
う
な
気
も
し
て
き
ま
し
た
。

だ
っ
て
、
大
木
の
下
を
掘
っ
た
ら
丸
い
生
物
に
マ
シ
ン
ガ
ン
で
う
た
れ
て
・
・
・

撃
た
れ
て
？
！
！
！

「
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
！
生
き
て
る
ー
ー
！
！
！
！
」

い
や
っ
ほ
ー
！
！
生
き
て
る
ぜ
！
！
！
「
グ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・
」
生
き
て
る

ぜ
ー
！
！
「
グ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
」

生
き
て
る
・
・
・
ぜ
・
・
・
？
「
グ
ル
ル
ル
ル
・
・
・
・
・
・
」

・
・
・
・
・
・
・
。
何
故
、
巨
大
な
狼
の
よ
う
な
生
物
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
・

・
・
・
？

「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
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！
！
！
！
！
！
」

★
一
話
は
大
き
な
肉
食
動
物
と
共
に
★

「
ま
っ
て
ま
っ
て
ま
っ
て
ま
っ
て
ま
っ
て
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
」

ス
ト
ォ
オ
オ
オ
オ
プ
ゥ
ウ
ウ
ウ
ウ
！
！
！
！
！
！
！

「
何
こ
こ
何
処
コ
コ
な
に
？
！
こ
の
状
況
！
！
っ
て
ゆ
ー
か
俺
こ
ん
な
に
テ
ン

シ
ョ
ン
高
く
な
っ
た
の
初
め
て
だ
！
！
！
！
！
お
、
お
お
お
お
落
ち
着
け
よ
俺

！
！
！
ス
ー
ス
ー
ハ
ー
・
・
・
。
っ
て
な
ん
で
ラ
マ
ー
ズ
法
し
て
ん
だ
ー
ー
！

！
！
」

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
落
ち
着
け
俺
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！

そ
の
パ
ケ
ッ
ぷ
り
に
心
な
し
か
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
引
い
て
い
た
。

「
は
ー
は
ー
は
ー
・
・
。
・
・
・
何
な
ん
だ
よ
・
・
こ
の
状
況
は
・
・
・
。
」

ジ
リ
ジ
リ
と
引
い
て
い
た
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
近
づ
い
て
く
る
。

今
は
ま
だ
一
匹
！
Ｏ
Ｋ
！
！
多
分
逃
げ
ら
れ
る
！
！
と
、
心
の
中
で
思
い
反
対

側
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
。

ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ

コ
ソ
コ
ソ
コ
ソ
コ
ソ

ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ

コ
ソ
コ
ソ
コ
・
・
ダ
ッ
！
！
！

礼
緒
は
物
凄
い
勢
い
で
逃
げ
て
い
く
。
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
も
追
い
か
け

て
く
る
。

「
ひ
ぃ
い
い
い
い
！
！
！
」

廃
墟
と
な
っ
た
村
を
走
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）

は
５
匹
ま
で
増
え
て
い
た
。

「
な
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
ん
ん
ん
で
ぇ
え
え
え
え
え
え
え
？
？
！
！
！
！
！
！
！

！
」

あ
り
え
ね
ぇ
ぇ
え
え
え
え
え
！
！
！
！
！
！
！
！
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叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
る
と
、
村
の
中
心
と
思
わ
れ
る
場
所
に
き
て
い
た
。
・
・

い
み
ね
ぇ
・
・
。

「
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
・
・
。
」

ヤ
バ
イ
。
ヤ
バ
イ
ぞ
！
追
い
詰
め
ら
れ
た
！
！

「
ま
・
・
ま
じ
か
よ
・
・
。
な
ん
で
こ
ん
な
ベ
タ
な
展
開
に
・
・
？
！
」

そ
れ
は
ま
っ
た
く
も
っ
て
ど
う
で
も
い
い
。

が
、
そ
う
で
も
い
っ
て
な
い
と
追
い
詰
め
ら
れ
た
恐
怖
で
動
け
な
く
な
り
そ
う

な
の
だ
。

今
も
十
分
動
け
な
い
が
。

「
く
っ
・
・
く
そ
っ
・
・
。
」

ジ
リ
ジ
リ
と
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
近
づ
い
て
く
る
。

「
こ
・
・
こ
こ
ま
で
か
・
・
。
」

諦
め
た
と
わ
か
っ
た
の
か
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
わ
ざ
と
ゆ
っ
く
り
近
づ

い
て
く
る
。

「
・
・
・
・
・
な
ん
て
い
う
と
思
っ
た
か
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
」

ダ
ッ
！

っ
と
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
礼
緒
。

そ
し
て
、
突
然
の
事
に
反
応
が
遅
れ
た
巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
の
一
匹
の
背

中
を
跳
び
箱
の
よ
う
に
飛
ぶ
。

ス
チ
ャ
ッ
！

っ
と
綺
麗
に
着
地
し
、
猛
ダ
ッ
シ
ュ
！

そ
し
て
、

「
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
！
！
！
！
思
い
知
っ
た
か
！
！
」

っ
と
ノ
リ
で
い
う
。
ノ
リ
で
。

巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
そ
の
言
葉
に
ハ
ッ
！
と
な
り
追
い
か
け
始
め
る
。

よ
っ
し
ゃ
！
逃
げ
れ
る
！
！

っ
と
思
い
つ
つ
必
死
に
走
る
。

が
。

「
ド
ベ
ェ
ッ
ッ
！
！
！
！
！
」

大
き
な
石
―
―
岩
な
み
に
で
か
い
―
―
に
躓
き
―
―
と
い
う
か
ぶ
つ
か
り
―
―
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こ
け
る
。

巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
に
追
い
つ
か
れ
な
い
よ
う
に
慌
て
て
た
と
う
と
す
る
。

「
い
っ
・
・
！
！
」

そ
う
、
足
首
を
捻
挫
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
の
だ
。

巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
に
・
・
。

思
わ
ず
「
な
ん
て
ベ
タ
な
？
！
！
！
」
と
叫
ん
で
し
ま
い
そ
う
に
な
る
が
、
今

は
命
の
危
機
。

必
死
に
足
を
動
か
そ
う
と
す
る
が
動
か
ず
、
疲
れ
と
恐
怖
が
ど
っ
と
押
し
寄
せ

て
き
て
、
意
識
が
朦
朧
と
し
始
め
て
き
た
。

「
く
・
・
そ
ぉ
・
・
・
。
」

力
が
抜
け
て
、
膝
か
ら
前
に
倒
れ
て
い
く
。

こ
こ
ま
で
か
よ
・
・
。
そ
う
思
い
な
が
ら
礼
緒
は
瞼
が
下
が
り
始
め
る
。

巨
大
肉
食
動
物
（
狼
？
）
は
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
。

瞼
が
閉
じ
、
意
識
を
失
い
か
け
て
い
た
そ
の
と
き
！
！

「
姉
さ
ん
！
！
い
た
よ
！
！
」

「
い
く
わ
よ
っ
！
！
！
」

「
う
ん
！
」

二
人
の
男
女
が
現
れ
る
。

が
、
も
う
意
識
は
闇
の
中
へ
。

暗
闇
の
中
最
後
に
見
え
た
の
は
、
二
人
の
男
女
だ
っ
た
・
・
。
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一
話
は
大
き
な
肉
食
動
物
と
共
に
（
後
書
き
）

次
回
「
二
話
は
二
人
の
男
女
と
共
に
」
お
楽
し
み
に
！
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二
話
は
二
人
の
男
女
と
共
に
（
前
書
き
）

二
人
の
男
女
視
点
。
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
り
ま
す
。
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二
話
は
二
人
の
男
女
と
共
に

僕
は
≪
シ
ン
・
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ス
≫

今
日
は
双
子
の
姉
の
≪
リ
ン
・
レ
イ
ン
フ
ァ
ー
ス
≫
と
共
に
知
り
合
い
の
お
じ

さ
ん
の
村
ま
で
来
て
い
た
。

だ
け
ど
、
そ
の
村
は
、
血
と
死
体
と
火
で
、
廃
墟
の
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
い

た
・
・
・
・
。

始
ま
り
は
、
数
分
前
に
戻
る
。

お
じ
さ
ん
の
い
る
村
は
、
大
き
な
森
を
向
け
た
所
に
あ
る
村
で
、
い
つ
魔
物
≪

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
≫
が
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
村
で
、
危
険
だ
っ
た
け
れ
ど
、

そ
れ
を
の
ぞ
け
ば
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

リ
ン
姉
さ
ん
と
楽
し
く
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
森
を
抜
け
よ
う
と
す
る
と
、
煙
の
匂

い
に
混
じ
っ
て
、
血
の
匂
い
も
漂
っ
て
き
て
い
た
。

僕
達
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
同
時
に
村
に
走
り
出
し
た
・
・
・
。

す
る
と
そ
こ
は
、
廃
墟
の
よ
う
な
場
所
だ
っ
た
・
・
・
。

☆
二
話
は
二
人
の
男
女
と
共
に
☆

僕
た
ち
は
二
手
に
分
か
れ
て
、
生
存
者
を
探
し
た
。

多
分
、
魔
物
の
炎
狼
≪
イ
ー
ド
≫
が
襲
っ
て
き
た
ん
だ
と
思
う
。

炎
狼
は
２
ｍ
ほ
ど
の
大
き
な
火
を
吐
く
狼
だ
。

一
般
人
に
と
っ
て
は
強
い
が
、
僕
た
ち
の
よ
う
な
冒
険
者
に
は
初
級
中
の
初
級
。

だ
け
ど
、
そ
れ
は
一
匹
の
話
。

本
当
は
群
れ
で
行
動
す
る
為
、
数
は
一
番
少
な
い
群
れ
で
も
４
０
匹
は
い
る
の

で
、
中
々
手
ご
わ
い
。

多
分
、
こ
の
村
を
襲
っ
た
の
は
４
０
匹
程
度
の
少
な
い
群
れ
だ
と
思
う
。
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「
グ
ル
ル
ル
ル
ル
・
・
・
・
」

突
然
、
民
家
の
影
か
ら
炎
狼
が
１
０
匹
出
て
き
た
。

炎
狼
の
口
か
ら
は
人
の
肉
の
破
片
と
、
血
が
つ
い
て
い
た
・
・
・
。

”
そ
れ
”
を
見
た
途
端
に
僕
は
頭
に
血
が
上
っ
て
、
呆
然
と
し
て
い
た
。

そ
う
、
そ
の
家
は
、
お
じ
さ
ん
の
家
だ
っ
た
の
だ
・
・
・
。

「
そ
・
・
そ
ん
な
・
・
・
。
お
じ
さ
ん
・
・
・
。
」

僕
が
呆
然
と
し
て
い
る
と
、
突
然
一
匹
の
炎
狼
が
火
を
吐
い
て
き
た
。

僕
は
咄
嗟
に
右
に
と
び
、
よ
け
る
。

カ
シ
ャ
・
・

背
中
に
担
い
で
い
た
大
剣
を
と
り
、
構
え
る
。

「
よ
く
も
・
・
・
よ
く
も
村
の
み
ん
な
を
・
・
っ
っ
！
！
！
」

ダ
ッ
！
！

僕
は
炎
狼
に
向
か
っ
て
大
き
く
剣
を
振
り
上
げ
た
・
・

シ
ン
と
分
か
れ
て
少
し
。

あ
た
し
、
リ
ン
は
村
を
歩
い
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
。
」

村
の
様
子
を
見
る
限
り
、
生
存
者
は
零
だ
ろ
う
。

も
し
い
た
と
い
て
も
、
重
症
で
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
・
・
・
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
な
が
ら
。

ガ
ッ
・
・
！
！

突
然
、
シ
ン
の
い
っ
た
道
の
方
向
か
ら
何
か
を
叩
き
き
っ
た
音
が
聞
こ
え
た
。

シ
ン
が
戦
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
す
る
と
、
そ
ろ
そ
ろ
あ
た
し
の
と
こ
ろ
に
も
く
る
は
ず
だ
。

あ
た
し
は
そ
の
場
で
足
を
止
め
、
炎
狼
が
現
れ
る
の
を
待
っ
た
・
・
・
。

僕
は
炎
狼
を
倒
し
て
、
血
の
つ
い
た
剣
を
鞘
に
な
お
し
た
。

歩
い
て
い
る
と
、
リ
ン
姉
さ
ん
の
向
か
っ
た
方
向
か
ら
、
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ズ
ド
ォ
ォ
ォ
オ
オ
ン

と
、
大
き
な
音
が
し
た
。

多
分
姉
さ
ん
も
炎
狼
と
出
く
わ
し
、
戦
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

姉
さ
ん
の
武
器
は
、
華
奢
な
体
に
似
合
わ
な
い
大
斧
だ
っ
た
。

口
よ
り
先
に
手
が
出
る
姉
さ
ん
の
性
格
に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
け
ど
・
・
。

「
よ
、
い
し
ょ
っ
と
！
」

ズ
ド
ォ
ン
！
！
！

こ
い
つ
が
、
最
後
の
炎
狼
だ
っ
た
。

あ
た
し
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
大
斧
、
『
ア
ン
・
ア
ッ
ク
ス
』
通
称
『
ア
ン
ち
ゃ
ん
』

を
い
つ
も
の
よ
う
に
片
手
で
持
ち
、
軽
々
と
振
り
上
げ
、
思
い
っ
き
り
落
と
す
。

そ
れ
だ
け
で
、
大
抵
の
魔
物
は
死
ん
で
し
ま
う
。

ま
ぁ
、
仮
に
も
重
さ
１
０
０
ｔ
は
伊
達
じ
ゃ
な
い
。

つ
い
で
に
言
う
と
、
『
ア
ン
ち
ゃ
ん
』
は
本
当
に
生
き
て
い
る
。

だ
か
ら
、
あ
た
し
が
持
つ
と
き
は
風
の
よ
う
に
軽
く
し
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
れ

は
俗
に
言
う
＜
召
喚
器
具
＞
の
＜
召
喚
武
器
＞
だ
か
ら
だ
。

マ
ジ
ッ
ク
・
ア
イ
テ
ム

ソ
ウ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン

召
喚
武
器
と
書
い
て
ソ
ウ
ル
・
ウ
エ
ポ
ン
と
読
む
の
は
、
武
器
に
魂
が
入
っ
て

い
る
た
め
。
こ
の
大
斧
の
中
に
は
、
『
ア
ン
ち
ゃ
ん
』
が
入
っ
て
い
る
。
そ
う
、

シ
ン
が
い
っ
て
い
た
。
な
ん
で
わ
か
っ
た
の
か
は
知
ら
な
い
け
ど
。

あ
た
し
は
勉
強
は
ニ
ガ
テ
だ
か
ら
コ
コ
ま
で
し
か
知
ら
な
い
。
ど
う
で
も
い
い

ん
だ
け
ど
さ
。

「
リ
ン
姉
さ
ー
ん
！
！
！
何
処
ー
？
」

お
っ
。
シ
ン
が
よ
ん
で
る
。
し
ょ
う
が
な
い
。
い
っ
て
や
ろ
う
。

「
リ
ン
姉
さ
ー
ん
！
！
！
何
処
ー
？
」

僕
は
大
声
で
リ
ン
姉
さ
ん
を
呼
ぶ
。

奥
で
何
か
声
が
聞
こ
え
た
の
だ
。

「
は
ぁ
・
・
。
リ
ン
姉
さ
ん
何
処
だ
ろ
・
・
。
」

『
ハ
ハ
ッ
！
！
シ
ン
も
大
変
だ
ね
ぇ
ー
・
・
。
リ
ン
姐
さ
ん
を
姉
に
持
っ
て
』
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後
ろ
か
ら
―
―
正
確
に
い
え
ば
背
中
に
あ
る
大
剣
か
ら
―
―
話
し
掛
け
て
き
た

の
は
『
レ
ン
・
ラ
ー
ジ
ソ
ー
ド
』
。
僕
の
＜
召
喚
武
器
＞
だ
。

「
ま
ぁ
、
で
も
僕
の
半
身
だ
し
ね
・
・
。
」

『
・
・
・
そ
れ
よ
り
さ
。
』

レ
ン
は
突
然
マ
ジ
メ
な
声
に
な
る
。

「
ん
？
」

『
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
リ
ン
姐
さ
ん
に
ボ
ク
の
こ
と
を
言
う
の
？
＜
映
像
＞
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

ボ
ク
は
紹
介
さ
れ
た
け
ど
、
＜
召
喚
器
具
＞
が
し
ゃ
べ
れ
る
と
か
は
一
言
も
い

っ
て
な
い
よ
・
・
？
』

「
・
・
・
・
・
。
」

痛
い
と
こ
ろ
を
突
然
突
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

リ
ン
姉
さ
ん
に
は
＜
召
喚
武
器
＞
の
事
は
カ
ン
タ
ン
に
し
か
言
っ
て
な
い
。

【
＜
召
喚
武
器
＞
は
、
本
当
の
魂
の
入
っ
た
武
器
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、
リ
ン
姉

さ
ん
の
武
器
は
姉
さ
ん
が
持
つ
と
き
は
軽
く
し
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。
・
・
・

名
前
？
ち
ょ
っ
と
か
し
て
。
・
・
・
・
ア
ン
・
・
。
ア
ン
・
ア
ッ
ク
ス
さ
ん
だ

よ
。
大
事
に
し
て
あ
げ
て
ね
。
】

「
・
・
・
・
＜
覚
醒
＞
は
、
ま
だ
、
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
・
・
・
？
＜
覚
醒
＞

フ
ィ
ン
ク

し
た
ら
・
・
言
う
・
・
。
」

＜
覚
醒
＞
そ
れ
は
、
武
器
の
魂
の
目
覚
め
。
＜
召
喚
武
器
＞
は
三
段
階
あ
っ
て
、

フ
ィ
ン
ク

召
喚
し
た
ば
か
り
で
効
果
は
【
軽
い
】
だ
け
の
＜
下
級
召
喚
武
器
＞
　
＜
覚
醒

エ
ン
ト

＞
を
し
て
、
武
器
と
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
＜
中
級
召
喚
武
器
＞
　
最
後
に
、

イ
ン
ト

＜
映
像
＞
を
だ
せ
る
よ
う
に
な
り
、
特
殊
効
果
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
＜
上

デ
ル
タ

級
召
喚
武
器
＞
僕
の
召
喚
武
器
は
＜
上
級
召
喚
武
器
＞
に
入
る
。

『
・
・
・
・
。
＜
覚
醒
＞
・
・
か
・
・
。
姐
さ
ん
に
は
・
・
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
ね
・
・
。
』

「
・
・
・
・
・
。
」

＜
覚
醒
＞
の
し
か
た
。
そ
れ
は
・
・
・
・

「
お
ー
い
！
！
！
シ
ー
ン
！
！
」

「
リ
ン
姉
さ
ん
！
！
」



15

「
で
、
シ
ン
。
そ
っ
ち
は
ど
う
だ
っ
た
？
」

あ
た
し
は
早
速
シ
ン
に
聞
く
。

「
・
・
・
お
じ
さ
ん
も
・
・
。
み
ん
な
・
・
。
」

や
っ
ぱ
り
・
・
。

「
そ
っ
か
・
・
。
こ
っ
ち
も
無
理
だ
っ
た
。
」

「
じ
ゃ
ぁ
、
後
は
広
場
だ
け
だ
ね
。
」

「
そ
う
よ
。
っ
て
こ
と
で
い
く
わ
よ
。
」

「
う
ん
。
」

「
！
！
」

何
か
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
気
が
し
て
、
僕
は
走
る
。

「
シ
ン
？
！
ど
う
し
た
の
よ
！
待
ち
な
さ
い
よ
！
・
・
待
っ
て
て
っ
言
っ
て
ん

だ
ろ
う
が
！
！
」

ブ
ゥ
ン
！
！

「
う
ぇ
え
？
！
！
」

突
然
後
ろ
か
ら
回
転
し
な
が
ら
飛
ん
で
き
た
大
斧
の
ア
ン
ち
ゃ
ん
を
慌
て
て
よ

け
る
。

「
何
す
る
の
？
！
」

「
止
ま
ん
な
い
か
ら
に
決
ま
っ
て
ん
で
し
ょ
う
が
！
！
！
ど
う
し
た
の
よ
！
」

「
声
が
・
・
声
が
聞
こ
え
た
ん
だ
よ
！
！
」

「
そ
う
。
」

リ
ン
姉
さ
ん
は
落
ち
て
あ
っ
た
ア
ン
ち
ゃ
ん
を
拾
い
な
が
ら
追
い
か
け
て
く
る
。

も
う
そ
ろ
そ
ろ
で
広
場
が
見
え
て
く
る
。

「
！
！
！
」

そ
の
声
の
主
と
思
わ
れ
る
人
は
、
炎
狼
に
囲
ま
れ
て
倒
れ
て
い
た
。

「
姉
さ
ん
！
！
い
た
よ
！
！
」

僕
は
リ
ン
姉
さ
ん
に
言
う
。

「
い
く
わ
よ
っ
！
！
！
」
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「
う
ん
！
」

そ
し
て
僕
た
ち
は
、
少
年
を
助
け
る
為
に
、
炎
狼
に
向
か
っ
て
い
っ
た
・
・
。
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二
話
は
二
人
の
男
女
と
共
に
（
後
書
き
）

次
回
「
三
話
は
男
女
と
炎
狼
と
共
に
」
お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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